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叙事詩の宗教哲学 
—Moks.adharma-parvan和訳研究 (XXXVIII) 1—
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[306章]2 (B.318章, C.11724-11836, K.323章)

ヤージュナヴァルキヤ仙は言った。 

(1)	 あなたは私に未開展の中にいる最高の者について尋ねた。この最高の秘密の質問 (に

対する答え )を，心を集中して聞くがよい，王よ。 (Cf.Hopkins[Great Epic]: Brahman 

in the Unmanifest, p.131.19) 

(2)	 ヴェーダの規定に従ってこの世界で遊行する私は , (師匠から )軽んじられて 3，もろ

もろの祭文を太陽神から与えられたのである，ミティラーの王よ。 

(3)	 私は，大苦行によって，熱く燃える神に奉仕した。すると威力ある太陽神は喜び，

私に話しかけたのである，罪なき者よ。 

(4)	 「梵仙よ，贈物 (vara)を選ぶべし。汝にとって得難いものであっても望むものは何

でも，喜んで与えるであろう。私の恩寵 (matprasāda)は実に得難いものである。」 

(5)	 そこで私は，頭礼し，熱している者たちの中の最上者に述べた。「未だ用いられてい

ないもろもろの祭詞を 4私はすぐに知りたいのです。」 
1本稿は『叙事詩の宗教哲学 — Moks.adharma-parvan和訳研究 (XXXVII)—』(信州大学教育学部研究紀論集第 9

号 (本号 ) に続くものである。略号などは前稿に準ずる。本稿で用いる主なものは下記のとおりである。 

•	 Hopkins[Great Epic]: E.W. Hopkins, The Great Epic of India, Its Character and Origin, 1901, Reprint 
Caluctta 1978. 

•	 Hopkins[1903]: E.W.Hopkins, Epic Chronology, JAOS.vol.24, pp.7-56, 1903. 

•	 Strauss[1912]: abh¯Otto Strauss, Ethische Probleme aus dem “Mah¯ arata”, Tipografia Galileiana, Firenze, 
1912. 

•	 Johnston[1937]: E.H.Johnston, Early S ¯ khya, London,1937. am. 

•	 Edgerton[1965]: Franklin Edgerton, The Beginnings of Indian Philosophy, London, 1965. 

•	 Oberlies[Grammar]: Thomas Oberlies, Grammar of Epic Sanskrit, (Indian Philology and South Asian Stud­
ies 5) Berlin 2003. 

•	 水野 [2014]: 水野善文「極楽・龍宮・錬金術　ーインド諸文献の脈絡でー」南アジア言語文化第 8号　東京
外国語大学南アジア言語文化研究会　 pp.27-71, 2014. 

2この章には Edgerton の部分訳 (vv.52-56, 65, 68-79, 83-85, 88) がある。 (Edgerton[1965]: pp.328-330)
 
avanatena ha s¯ ani yaj¯
3P.,K.: caratavamatena ha ¯ B. carat¯ Ca. avamatena, amarsava´at guruto ’adhı̄t¯ umsi ca 

tyaktv¯
.	 . .

a / (avamatena とは，怒りのために，師匠から学んだもろもろの祭文を捨てて，という意味である ) Cp. 
avamatena, gurvavajñātena / (avamatena とは，師匠によって軽んじられて，という意味である ) Deussen は yajus
に関連して，白ヤジュルヴェーダ派の師子相承を記した Br.had. Upa.6.5.3 の参照を指示している。 

4yajum¯ si nopayukt¯ Ca. nopayukt¯ urvop¯ hy¯ agocarabh¯ ani / (nopayukt¯. ani ani, matp¯ ad ayasy¯ ut¯ ani とは，私の以前
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茂木

(6) すると至尊者は私に言った。「汝に与えるであろう，再生族よ。今や (iha)女神サラ

スヴァティーは言葉となって，汝の身体に入るであろう。」 

(7)	 それから至尊者は私に言った。「自らの口を開けよ。」そこで私は口を開けると，口の中

にサラスヴァティー神は入った。 (Sandhi irregular: tato me ”syam. Cf.Oberlies[Gram­

mar]: 1.2. Special cases of sandhi, 1.2.6. -e ’- < /-e ā-/, p.28.15) 

(8)	 すると，私は火に焼かれたので，そこで水に入ったのである，無垢な者よ。偉大な

太陽神に対しての無知と怒りのためである。 

(9) すると，	 「しばし熱に耐えるべし (muh¯ .焼かれている私に至尊の太陽神は言った。 urtam

sahyat¯ 」(Cf.Hopkins[1903]: meaning ‘a short am)。それから汝は涼しくなるであろう。


time’ by muh¯ , p.10.27)
 urtam. 

(10)	 涼しくなった私を見て，至尊の太陽神は言った。「ヴェーダは，ウパニシャッドも含

め，補遺と共に 5汝において確立されるであろう，再生族よ。 

(11)	 汝は，すべてのシャタパタを学ぶであろう 6，雄牛のごとき再生族よ。それが終る時

には，汝の意識 (buddhi)は再生しないもの (apunarbhāva)となるであろう。 

(12)	 サーンキヤとヨーガによって求められた望ましい境地に汝は到達するであろう。」こ

れだけを言って，至尊者は西方の山に沈んだ。 

(13) それから繰り返し発せられる言葉を (anuvy¯ .tam)聞き，光輝く神が去ると，家にahr

帰って，満足した私は，サラスヴァティーを思った。 

(14)	 すると，大変に美しい女神サラスヴァティーが，母音と子音とで飾られ，オーム音

を先頭に立たせて，私の前に現れた。 

(15)	 それから私は，規定に従い，サラスヴァティーに，そして輝く者たちの中の最高者 

(である太陽神 )に7，客用の水を 8差し出した。そして，この (太陽神 )に帰依しつつ

座った。

の学習の領域に入っていない，という意味である) Cv. ayatay¯ am¯ ¯ ıty arthah.an¯ / (使い古されたものではない，とい
う意味である ) 

5P. vedah. sottarah sakhilo B.,K.: vedah. sakhilah sottaro . / khilam, akrtapadakramo vedabh ¯ .Ca. sakhilah agah / 
(khilam とは，語の吟誦法が定まっていないヴェーダの部分である ) Cn. paraś¯ ıyam. s¯ ay¯ . ¯ s¯

. .	 .
akh¯ sva´akh¯ am apeksava´at 

pat.hyate tat khilam / (他の学派に属するものが，自学派において必要のために記される。それが khilamである ) Cs. 
sontarah. sottaram, sopanis.atkam / (sontarah.とは，後半を伴う，すなわち，ウパニシャッドを伴うものである ) 

6´ . . . ´ . , ´ argapradarśı̄ bahuyuktiko granthah / (śatapathahとは，百satapatham c
.
aiva pranesyasi Ca. satapathah satam¯	 . .

の道を示す，多くの論理からなる書物である ) 　 Cs. pran. es.yasi, adhyes.yase / (pran. es.yasi とは，汝は学ぶであろ
う，という意味である ) Cf.Hopkins [Great Epic]: reference to the Satapatha Brāhman. a, p.7.26. ´


7P.,B.: tapatām ca varistaya K. param yatnam avāpyaiva
 ¯

8P.,K.: arghyam B. arthyam


. . . . 
. . 
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叙事詩の宗教哲学（XXXⅧ）

(16)	 それから，すべてのシャタパタを，秘密の教義 9，綱要，補遺をふくめて，最高に

歓喜しつつ学んだ 10。(Cf.Hopkins[Great Epic]: reference to the ´ ahman. a,Satapatha Br ¯

p.7.26) 

(17)	 (そして私は )これらのヴェーダの読誦を百人のすぐれた弟子たちに教えて，弟子を

もつ偉大な叔父の 11不快の念を引き起こした 12。(Cf.Hopkins[Great Epic]: reference 

to the Taittiri dispute, p.8, fn.1) 

(18)	 そして，あなたの偉大な父の祭式 (yajña)は，弟子を伴った私によって，あたかも

太陽がもろもろの光線を用いるかのごとくに，完遂されたのである 13，偉大な王よ。 

¯

して， (叔父側の )デーヴァラの目の前で 14，その半分を取ったのである 15。(Sandhi 

irregular: daksinay¯ -¯

(19) (謝礼をめぐる )叔父との争いの中で，私は自分のヴェーダ祭式の謝礼 (daks.in. a)と

atha Cf.Oberlies[Grammar]: 1.8 Double sandhi, 1.8.1. a- < /-as. .
 

a-/, p.34.9)
 

(20)	 スマントゥによって，パイラによって，そしてジャイミニによって，それから，あ

なたの父によって，そして尊者たちによって，私 (の行為 )は承認された 16。 

(21)	 十五の祭詞を 17，私は太陽神から獲得したのである，罪なき者よ。そして，ローマハル

シャから 18， an. a)を学んだのである。 (Cf.Hopkins[Great Epic]: number of the 古潭 (pur¯

Yajur Veda schools , p.6, fn.1; the Pur¯ a ascribed to Romaharsa, p.47.27; Illustrations an. .


of Epic ´
 Sloka Forms, p.453, No.25) 

(22)	 このようにサラスヴァティー女神を種子として敬い 19，太陽神の力によって活動す

る私は，人々の王よ， 
9sarahasya Cs. sarahasyam, sopanis.atkam / (sarahasyamとは，ウパニシャッドを含むもの，という意味である ) 

ud ity arthah10cakre Cn. cakre, karmaka
.
rtari prayogah. , svayam evavirabh¯ ¯ . / (cakre に関して，対格が主格とし

て用いられている。 (シャタパタが ) 自ら現れた，という意味である ) Cs. sarsvatı̄pras¯ ad adh¯ an ity arthah. /ad¯ ıtav¯
(サラスヴァティーの恩寵によって理解した，という意味である ) 

11matulasya¯ Ca. m¯ ´akalyasya / (m ¯atulasya, s¯ atulasyaとは，シャーカリヤの，という意味である ) Cn.,Cp.,Cs.: 
vai´ p¯. ayanasya / (ヴァイシャンパーヤナの，という意味である )
 

artham artham artham / (vipriy ¯
12vip
sam

riy¯ . Cv. vipriy¯ . , vises´ .en. a priy¯ artham とは，とりわけ満足のために，という意
味である ) 

13P. vyāpto yajño B.,K.: vyasto yajño 
. . . . . .14misato devalasya Ca. mātulena vimarde kalahe devalasya mātulapaksagrāhinah misatah, spardhamānasya, 

s¯´astradvārā jitvā tau ity arthah. / (叔父との vimarda，すなわち，喧嘩において， devalasya，すなわち，叔父側につく
者の， mis.atas，すなわち，対立者が，聖典を通して両者に勝って，という意味である ) 

15P. hrta an aham B. krtav¯ K. hrtav¯v¯ ahanam an vasu 
anitah anum¯ anitah

.	 .
16aham anum¯ . Ca.

.
anitah. / satyasabhapatisamm¯ . matya may¯ a jitam ity arthah¯ . / (anum¯ .とは，真

正の集会の長の同意によって，私は勝ったのである，という意味である ) 
17da´ apt¯ umsi sapañcayaj¯ si, pañcada´ akh¯ ani yaj¯ si / (da´ sisa pañca ca pr¯ ani yaj¯ Ca. da´ um s¯ abhinn¯ um umsa´ sapañcayaj¯

vamadhyamdin¯
. . . .	 . . . .


とは，十五のヴェーダ学派によって異なる祭詞を，という意味である ) Cp. kan¯ . . adı̄ni / (カーンヴァ
学派やマディヤンディナ学派などである ) Ganguliは， ‘daśa pañca yaj¯ . s. i’を ’the five times ten Yajushes’と解um
している。 (p.48.27) 

18P. lomahars¯ B.,K.: romaharsenaac ca . .
19bı̄jam etat p

.
uraskr.tya Cp. bı̄jam. , pran. avam. puraskr.tya, agre uccārya / (bı̄jamとは，すなわち、聖音オームを， 

puraskr.tya とは，すなわち，最初に発して，という意味である ) 
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(23)	 シャタパタを教授するために 20，かつてないヴェーダを作ったのである。望んだ通

りの道を完成したのである。 

(24)	 綱要と共に 21完全な全体が，弟子たちに教授された。弟子たちはすべて清浄となり，

この上なく歓喜した。 (Cf.Hopkins[Great Epic]: Divisions of Veda, p.7.28) 

(25)	 これら十五の学派と学問は太陽神によって示されたのである。 (私はこれらを )望む

ままに伝達し 22，その知るべき対象を (vedyam)考察した 23。(Cf.Hopkins[Great Epic]: 

Divisions of Veda, p.7.28) 

(26) 神聖な天則 (r.ta)24とは何か，そしてこの上なき「知るべき対象」 (vedyam)とは何

か，私は考えた。そこにガンダルヴァがやって来て，私に質問した。 

(27) それからウパニシャッド (ved¯	 ヴェーダanta)の知識に通じたヴィシュヴァーヴァスは，

についての二十四の質問をした後 25，二十五番目として 26論証学に関する 27質問をした。 

(Cf.Hopkins[Great Epic]: A Gandharva, wise in the knowledge of Ved ānta, p.94.8) 

(28)	 一切とは何か。非一切とは何か 28。雌馬とは何か。雄馬とは何か 29。ミトラとは何

か。ヴァルナとは何か 30。知識とは何か。知識の対象とは何か。知者とは何か。無知 

20kartum. ´ . Cn. kartum. , prakat.ıkartum / (kartumとは，明らかにするために，という意味である ) Cp. satapatham ¯
adhyetum / (教える (学ぶ ?)ために，という意味である ) Cs. śatapathaprakāśātmakatayā aṅgaśāstram. dharmaśāstram. 
ca kartum udyato ’ham / (百の道の照明を本性とする，学派の聖典と法典とを， kartum，すなわち作成することを，
私は意図している，という意味である ) 

21sasamgraham Ca. sasamgraham, anukramanik¯. . . avat / (sasamgraham とは，目次を伴って，という意味である ) 
22pratis.h¯ Cs. pratis.t. sisyesu / (pratist.h¯ ，

.
弟子たちに (伝達し )，という意味である )apya h¯ apya とはapya, ´

23vedyam
t.

tad anucintayam Gangul
.
i: I

.
now med

.
itate on the great object of that knowledge (p.49.9) Deussen:. 

man möge ..... als Gegenstand des Wissens überdenken (p.662, v.25) Cp. vedyam. , brahmatattvam / (vedyamとは，
ブラフマンという真実を，という意味である ) anucintayamは， Augmentless imperfectか。 Cf.Oberlies[Grammar]: 
6.4.1. Augmentless imperfect, p.178ff. Deussen は anucintayet という C. の読みを採っている。 (p.662, v.25) 

24brahman. yam r.tam. Cn. brahman.yam, brāhman. ajāter hitam / (brahman.yam とは，バラモン種姓にとって有
益な，という意味である ) この部分は， brahman.y amr.tam.と読むことも可能である。 Cp.,Cs.: brahman. i, vede / 
(brahman. i とは，ヴェーダにおける，という意味である ) Cs. amr.tam. paramapurus.artham / (amr.¯ tam とは，人の
最高の目的を，という意味である ) 

25P. caturvim. ´ an pra´ an prs.t a vedasya . ´ams tato ’pr.cchat pra´ an vedasya Ca. catur­satik¯ sn¯ v¯ B.,K.: caturvims¯ sn¯

. satik¯ . a deh¯ ant¯ . . an / (caturvim. ´ an とは，本質的に，身体に始
. .	 . 

vim´ an, prakrty¯ adibhut¯ ¯ an tattvacaturvimsatisam´ bandh¯ satik¯
まり元素で終わる二十四原理に関連した (質問を )，という意味である ) 

26pañcavim. ´ . Cp. pañcavim. satimam. , pañcavim. satimavis. . satimam とは，二十五番目のsatimam ´ ´ ayam / (pañcavim´
ものを対象とする，という意味である ) 

27P. ānvı̄ks . tath¯ B.,K.: anvı̄ksikı̄m. a Cn. sravanam anu ı̄ks.a, yukty¯ ¯.ikı̄m a ¯ . tad¯ ´ . ¯ alocanam anvı̄ks.a, mananam, 
tatpradhān¯ ¯ .ikı̄m / caturvim. satpraśn¯ . ´ .t.mbhena, pañcavim. so yuktyavas.t.mbhenety arthah. / (聞am anvı̄ks ´ ah srutyavas ´
(śravan. a) に從うのが ̄ıks.ā であり，論理による思考が anvı̄ks.ā，すなわち，思 (manana) であり，それを本質と
するものが ¯ .ikı̄である。それを (質問した )，という意味である。二十四種の質問は，天啓聖典に依拠して，二anvı̄ks
十五番めの質問は，論理に依拠して，という意味である ) 

28vi´ Cp. vi´ avi´ , vi´ avi´ / tath¯ sva´ arthav¯ / (vi´ avi´svavi¯ svam´ . sv¯ svam. sv¯ svakah. a asvakah. sabd¯ acakah. sv¯ svam とは，一
切と非一切からなるものは (?)，という意味である。同様に，「自分のものではないもの」は，自分という語の意味を
述べるものである ) 

29tathā´ a´ Ganguli: What is Aswa and what Aswa? (p.49.18) Deussen: die Stute? der Hengst? (p.662, sv¯svam. 
v.28) 

v¯svam varun K. tath¯ ajan purus . tath¯ . sabden¯ . , 30P.,B.: tathā´a´ . mitram. . am eva ca a r¯ .am. prakrtim. a 　 Cn. varuna´ apah
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な者とは何か 31。「カ」とは何か。苦をもつ者とは何か。苦をもたない者とは何か 32。

太陽を食べる者とは何か。太陽とは何か 33。そして学問とは何か。非学問とは何か 34。 

(29) 知るべき対象とは何か。知るべきでない対象とは何か 35。そして，王よ，動かぬも

のとは何か。動くものとは何か 36。かつてなかったものとは何か。不滅とは何か。滅

するものとは何か 37。このようにすぐれた質問であった。 

(30) そこで私は言った，王よ。「最上のガンダルヴァの王は，順次，最上の意味ある問

いを尋ねた。 

(31) 私がこのことを考える間，しばし許されたい 38」と。「わかりました」と言って，彼

のガンダルヴァは黙ってそこに座った。 

(32) それから，私は，さらに強くサラスヴァティー女神を思念した。すると，あたかも

ヨーグルトから乳酪 (ghr.ta)が絞りだされるかのように，私の思考 (manas)によって

質問 (の答えは引き出された )。 

(33) 私は，最高の論証学を考慮に入れて 39，ウパニシャッドを，そして補遺を 40，思考 

(manas)によって撹拌したのである，王よ。 

mitraśabdena sūryah. / tābhyām. sagun. anirgun. e ucyete / (ヴァルナの語によって水神が，ミトラの語によって太陽神
が言われている。両者によって， sagun. a と nirgun. a が言われている ) Cp. mitraśabdārtham. varun. aśabdārtham. 
papracchety arthah. / (ミトラの語の意味を，ヴァルナの語の意味を質問した，という意味である ) 

K. はこの詩節の後に次のような 1 行を挿入している。 (この前半は， MBh.XII.778*の後半と一致している ) 
tathaiva purus.avyāghra mitram. varun. am eva ca / (そして，虎のごとき人よ，ミトラとは何か。ヴァルナと

は何か。 ) 
31tathajño ’jñah¯ Cn. ajñatvajñatve tayoh abh¯ adhike, pram¯ ¯ av¯. . sv¯ avike eva, na tv aup¯ an. abh¯ at / (ajñatvajñatva と

は，両者は本質的であって，付随的ではない。認識手段が存在しないので ) 
32kas tap¯ as tath¯ Cp. kes tap¯ . , ka´ ´ arthas tap ¯sabdav¯ . / (kes tap¯ .とは， tap¯ .という語にa atap¯ a ah s ca sabd¯ a´ acyah ah ah

um¯ ah ¯ aよって述べられるべき語の対象は何か，という意味である ) 　 N. ya eko bh¯ anandah. sa eva tap¯ . alocanakart¯

¯ a´akhyah. ah.であり，観察を行う者で，虚空と呼ばれる ) Ganguli: Who is Kah?
 ak¯s¯ / (大地を喜ぶ唯一の者，それが tap¯

Who is possessed of the principle of change? Who is not possessed of the same? (p.49.20-22) Deussen: der Ka?
 
der Leidende? der Nichtleidende? (p.662, v.29)
 

33P.,B.: sūryādah. sūrya iti ca K. sūryātisūrya iti ca Cn. sūte viśvam iti sūryo māyāvı̄, tam attı̄ti sūryādah. / (一
切を産む (sū) から sūrya と言われるものは，超自然力をもつ (?)。それを食べるから sūryādah.である ) Cp. sūryā 
prakr.tir ity uktam. stambhanı̄yatvāt / asūryah. prakāśanı̄yah. , na tu stambhanı̄yah. / (太陽神の妻はプラクリティである
と言われる。停止されるべきであるから。 asūrya(?暗黒 ) は照明されるべきものであるが，停止されるべきものでは
ない ) 

34vidy¯ Cn. up¯ a, tadabh¯ a / (vidy¯ a とは，それがないことavidye asanaiva vidy ¯ avo ’vidy¯ a とは同置であり， avidy¯
である ) 

35vedyavedyam¯ Cp. vedyam avyaktam jadatv¯ svaprak¯satv¯. . . at / avedyah. a´ at / (vedyamとは，非精神性の故に，未
顕現のものである。 avedyah. 知の対象ではないものは，自らの照明性の故である ) 

36acalam calam Cn. dvividham hi brahmani dharmaj¯ ´ uyate, acalam calam ca / tatra apahatapāp­atam sr¯
matvādisatyasam. kalpāntam acalam, an. utvasthūatvādikam anityam / (ブラフマンにおいて， acala と cala という
二種の性質が生じたと伝えらている。そのうち滅罪性など真実の思考に終わるものが acalaであり，極小性・粗大性
などからなるものは無常 (=cala) である ) 

. . . . . . 

37P.,B.: apūrvam aksayam. ks.ayyam K. avyayam cāks.aram ks.emyam Cn. apūrvam, upāsteh. pūrvam 
avijñātam / (apūrvam とは，祭式にかつて認められていなかったもの，という意味である ) 

38P. muhurtam¯ mrsyat¯ B.,K.: muh ¯ yat¯

. . 

am urtam us am. . . . .
 
39drst anv¯ ik¯

.
par¯ Cn. par¯ anv¯ ik¯ ´ utidar´ am am ¯ ıksik¯
. . . a c¯ . . . . . ım とは，天啓聖典にv¯ ıks ım am am ¯ ıks ı, sr sit¯ yuktim / (par¯ anv¯

示された論理を，という意味である ) 
40pari´ .am. ses.am sruter v ¯ ses.abh¯ . ses.amとは，天啓聖典にとって補充されるべses Cn. pari´ . , ´ akya´ utam tarkam / (pari´

き文章である論理を，という意味である ) 

311



茂木

(34)	 この第四の 41 学問は，王の中の虎よ，死後に関する (sām. parāyikı̄)ものである。私

は，第二十五 (番目の原理 )に関して確立されたものとして 42それをあなたに (前章で )

語った。 (Cf.Hopkins[Great Epic]: Divisions of Veda, p.7.29) 

(35)	 さて王よ，私は， (ガンダルヴァの )王ヴィシュヴァーヴァスに言った。「汝はここ

で私に尋ねた質問 (に対する答え )について聞くがよい。 

(36)	 「一切」とは何か。「非一切」とは何かと (iti)汝は尋ねた (v.28)，力あるガンダル

ヴァよ。「一切」 (vi´ a)とは，最高の未顕現である (avyaktam. param. )と知るべし。そsv¯

れは過去と未来に恐怖を与えるものである 43。 

(37)	 そして（未顕現は）グナを作るものであるから，三種のグナ (gun. a属性 )からなると 

(知るべし )。そして「非一切」とは 44部分なきものである。そして「馬」も同様に 45一

対 (mithuna)であると観察される。 

(38)	 プラクリティは未顕現であり，プルシャは属性なきもの (nirgun. a)である。そして，

「ミトラ」は 46プルシャであり，「ヴァルナ」はプラクリティである。 (Sandhi irregular: 

puruseti ca nirgunam Cf.Oberlies[Grammar]: 1.8.Double Sandhi, 1.8.3. -e- < /-as 

i-/, p.36.17) 

. . 

(39)	 「知識」は 47プラクリティであり，「知識の対象」は部分なきものである。「無知な

者」と「知者」はプルシャであり，したがって，部分なきものと言われる 48。 

41caturthı̄ ı, tray¯ art¯ . d. an¯ am. apik¯ ıとは，三ヴェーダ学・農商学・司法学Ca. caturth¯ ıv¯ adan ıtı̄n¯ vyavasth¯ a / (caturth¯

art¯ ıtim c¯
を確立させるものである ) Cn. trayı̄m. v¯ am. dan.d. an¯ . apeks.ya / (三ヴェーダ学・農商学・司法学を考慮して， 

(第四 )という意味である ) Cs. ´ . amanamadhy¯ a´ an. am anantarabh¯ ac caturthı̄ / (聞・思・修の専念のsravan an¯sray¯ ¯ avitv¯
直後に生じるから第四である ) 

42P. pañcavim´ thit¯ B. pañcavim´ad adhisthit¯ K. pañcavims¯ that¯ Ca. pañcavimsese ’dhi dhis a s¯ a ´a ’dhis a ´. . . . . . . . . .
 
¯ ´	 ´ ´ , tam atmani / (pañcavim. se とは，すなわちアートマンにおいて，という意味である ) Cn. pañcavim. sah. sarı̄rah.
adhikr.tya sthitā / (pañcavimah.とは，身体であり，それに関して確立された，という意味である ) 

43bh¯ utabhavyar ¯ s¯ ıti bh¯utabhavyabhayamka
.
ram Cn. bh¯ upam yad bhayam, sam aras tat karot¯ utabhavyabhayam­. . . . . 

karam / (bh ¯ . karam とは，輪廻は，過去と未来の姿をした恐怖を作る，ということである )utabhavyabhayam
svo sv¯ Cn. duh a vi´ a / tadanyo ’vi´ atmeti siddham / (vi´44P. avi´ B.,K.: vi´ anyo . khad¯ sv¯ svo nis.kala ¯ svā は，苦を与

えるものである。それとは別である avi´ .は， nis.kalah.svah ，すなわち，アートマンである，ということは確立している ) 
45P. a´ B. a´ s c¯sv¯ K. vi´ avi´ etisvas tathaiva sva´ a´ a ca sv¯ sv

. . . . .46mitram Cp. mitram mideh snehārthatvena ānandarūpasya ca tasya snehavisayatvān mitratvam / varunam āva­
rakatvāt prakr.tim. prāhur ity arthah. / (mitra は，動詞語根 mid は愛情という意味をもつので (cf.Dhātupāt.ha 10.8)，
彼 (mitra) の歓喜の姿は愛情の対象であるから， mitra の性質のをもつ。ヴァルナを，覆うもの (āvaraka) という性
質をもつために，人々はプラクリティと言った，という意味である ) 

47jñānam Cn. jagajjanmādyupayogi jñānam tanmāyāvrttirūpatvāt prakrtir eva / yas tu tena jñānena pramāna­. . . . .
vr.ttirūpen. a janyate tatpramān. aphalabhūtam. pramārūpam. jñānam. vedāntes.u jñeyam ity ucyate / (世界の誕生などに
適用される「知識」は，その幻影の働きを本質とするので，プラクリティに他ならない。しかしその認識手段の働き
を本質とする知識によって生じる知識は，その認識手段の結果として，真知 (pramā) を本質とするので，もろもろ

anta) において「知識の対象」と言われる ) Cp. jñ¯ . buddhir¯ . . anahetutv¯のウパニシャッド (ved¯ anam upena vrttijñ¯ at / 
jñeyam avidy¯ anad¯ ıkaran. ena / (認識の姿として存在の (?) 知識の原因であるので， jñana¯ と言われ，無知のatirodh¯ ur¯
消滅を遠ざけるので jñeya と言われる ) 

48P.,B.: ajñas ca jña´ s ca purus´ an niskala ucyate K. ajñam avyaktam jñas tu niskala ucyate as tasm¯ Cn. bra­
hman.yaup¯ ıve´ avau ´ uyete, tena up¯ av ubh¯ .kalam eva brahmeti bh¯ . / (神聖

. .	 . .
adhikau j¯ sabh¯ sr¯ adhyapagame t¯ av api nis	 avah
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(40) 「カ」と「苦をもつ者」 49と「苦をもたない者」が言われた (v.28)。「カ」とはこの

プルシャであると言われる。「苦をもつ者」はプラクリティであると言われ 50，「苦を

もたない者」は部分なきものと伝えられている 51。 

(41)	 同様に，「知るべきでない対象」とは未顕現のものであり，「知るべき対象」とはプル

シャである，と言われる。汝によって「動くもの」と「動かぬもの」とが言われたが 

(v.29)，それについても私の言うことを聞くべし。 (Cf.Hopkins[Great Epic]: avedyam 

avyaktam, pp.117.18, 136.32, vedyah purusah, p.136.32) . . . 

(42)	 「動くもの」とはプラクリティであり，帰滅と創造の 52原因であると言われている。

「動かぬもの」とは，帰滅と創造の非行為者である 53プルシャであると伝えられてい

る54。 

(43)	 両者は不生であり，子孫をもたず，両者とも不滅である 55。両者は，不生にして 56永

遠である，と内我の状態を確信している人々は言った 57。(Sandhi irregular: ca aks. ayau

な支配者と限定的な個我の状態が伝承されている。限定が除去されれば，その両者とも nis.kalam，すなわち，ブラフ
マンである，という意味である ) Cs. yasmāt purus.ah. a´ adirahita´ an nis.kalo niravayava ajñānasy¯srayo janm¯ s ca tasm¯
ity arthah. / (プルシャは，無知の拠り所であり，誕生などを欠いているので，それ故， nis.kalah.，すなわち，部分をも
たない，という意味である ) 

49kas tapā Cn. kah. ¯ . , tap¯ . avyaktam. tau ca kramen. a pum. prakr.tı̄ ity arthah. / (kah.とは歓喜であり， tapāh.anandah ah
とは未顕現のものである。それぞれプルシャとプラクリティである，という意味である ) 

50P. tap¯ . prakr.tir ity ¯ as tu prakr.tim. Ca. prakr.tih. at / ((苦をもつ者は )停ah ahur B.,K.: tap¯ pr¯ stambhan¯ahur ıyatv¯
止されるべきであるから prakr.ti である ) 

51K. はこの詩節の後に次のような２行を挿入している。 (MBh.XII.779*) 
s¯ uryas tu niskalahuryam avyaktam ity uktam atis ¯ /. .
 
avidy¯ vidy¯ a ucyate /
 a proktam avyaktam a purus. .
(太陽は未顕現と言われる。一方，太陽を越える者は，部分なき者である。 ) 
(無知は未顕現であり，知はプルシャである，と言われる。 )

これによって，第 28詩節 ef句でガンダルヴァが問い， P.,B.では答えられていない sūrya-sūryādaと vidyā-avidyā
について答えられている。 

52P.,K.: ksepasargayoh B. ksayasargayoh. . . . 
. . . . . . . .53P.,K.: aksepasargayoh kartā B. āksepasargayoh kartā Ca. aksepasargayohkartā ity aluksamāsah / tena kse­

pasargayor akartety arthadh / (aksepasargayohkart¯ an. ini. . . a というように格変化語尾の消えない合成語である (Cf.P¯
VI.3.24)。従って帰滅と創造の非行為者である，という意味である ) Cn. prakr.tir vikriyam¯ . ¯ ı,ana jagallopodayakartr¯

. an ´ arthahpurusas tv avikriyam¯ . a eva tatkarteti slok¯ . / (プラクリティは，変異しつつ，世界の消滅発生を行う者である
が，しかしプルシャは，変異することなく，それを行う者である，というのがこの詩節の意味である ) 

54B. はこの詩節の後に，次の行を挿入している。 

tathaiva vedyam avyaktam avedyah purusas tathā / 
(同様に「知るべき対象」は未顕現であり，「知るべきでない対象」はプルシャである。 )

この行の意味は，第 41 詩節 ab 句 (=B.42ab) の内容と反対になっている。 
55P. ajāv ubhāv aprajau ca aksayau B.,K.: ajñāv ubhau dhruvau caiva aksayau Ca. ajau, ajananahetū / puru­

.	 .

. .
s.asam. nidhānasya, anayā bhūtasargam. karotı̄tı̄cchāyāś ca abhāvāt / prakr.ter api sargāsāmarthyāt / (ajau とは，誕生
の原因をもたない，という意味である。プルシャに近接した者には，これ (プラクリティ ) によって生き物の創造を
行うという願望が存在しない故に。プラクリティにとっても，創造の能力がない故に ) Cn. (reading ajñau) yathā 
prakrtir jadatv¯ atm¯ na j¯ aty evam kal¯ api sv¯ ttitirodh¯ atm¯ na j¯ atı̄ty ata ubāv apy ¯ at sv¯ anam an¯ nis atm¯ atmani vr at sv¯ anam an¯
ajñau / (プラクリティは，意識なき者であるから，自分自身を知らない。それと同様に，部分なきアートマンも，自
分自身における働き (vr.tti) が消滅しているので，自分自身を知らない，というように両者とも無知である ) 

56ajau Cn. ajau nityau / dvitvam avivaksitam / tena yad akarmaphalam tad ajam tad eva ca nityam ity arthah / 

.	 . . . . . .
 

. . . . 
(ajau とは永遠である，という意味である。二つであることは意図されていない。何であれ無行為を結果としてもつ
者は不生であり，それこそは永遠である，という意味である ) 

57P.,K.: prahur adhy¯ atmagatini¯ ´ ah ahur adhy¯ scay¯scay¯ B. pr¯ atmagatini´ at. 
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Cf.Oberies[Grammar]: 1.1.1. Absence of savarna-sandhi, 1.1.1.1. -a/¯ a-, p.2.11) a a/¯. 

(44)	 (プラクリティは )生産において不滅であるから 58，不生にして不変と言われる 59。

プルシャは「不滅」であると言われる。プルシャには滅は存在しない故に。 (Sandhi 

irregular: prajanane ajam Cf.Oberlies[Grammar]: 1.1.5. Absence of abhinihita­

sandhi, 1.1.5.1. -e a-, p.20.2) 

(45)	 プラクリティは，グナが滅するものであるから， (そして )行為者であることから 60不

滅である，と目覚めた人々は (言った )。以上があなたに対して (述べられた )死後に関

する第四の論証学 (anv¯ ı̄ks.ik¯ a)である。 (Sandhi irregular: es. ¯ . ikı̄ vidyāı vidy¯ a te ”nvı̄ks

Cf.Oberlies[Grammar]: 1.2 Special cases of sandhi, 1.2.6. -e ’- < / -e ā-/, p.28.15) 

(46) 日常行われるべき義務において (nityakarman. i)，行為によって 61，学問をそなえた

財産をなすならば，あらゆるヴェーダは唯一のものを示す 62，と伝えられているので

ある，ヴィシュヴァーヴァスよ。 

(47)	 ヴェーダの目的である「知るべき対象」を知らない人々は 63，それから逸れた状態

で，その中で生まれ，そして死ぬのである，すぐれたガンダルヴァよ。 

(48)	 ヴェーダ支分と補助支分と共に 64五種のヴェーダを 65学んでも，ヴェーダによって

知るべき対象を知らないならば，その者は，ヴェーダという荷物を運んでいるにすぎ

ない。 

58aksayatv¯ Ca. aksayatv¯	 abhy¯ a´abh¯ at / (aksayatv¯. at . at, prakr.ter apacayopacay¯ am atyantan¯s¯ av¯ . at とは，プラクリ
ティは，減少し増大するので，最終的な消滅は存在しないから，という意味である ) 

59 ¯ ak¯s¯ avyayam ity ahur aks ad¯ ac¯ ahahur avyayam Cn. yad ajam ¯ a´adi tad ev¯ ¯ .ap¯ adaya ¯ ary¯ . / (虚空など不生のものは
不変であると，アクシャパーダなどの論師たちは言った ) 

60kartrtv¯ Cn. kartrtv¯ aksivad ayam badhyate / (kartrtv¯. ad . at / kak¯ ¯ . . hetur ubhayatrapi sam¯ . . at に関して，カラスの眼 

(球が一方から他方へ移動するか ) のように，この理由は両方に結びついている ) 
61karman. ¯ Cn. karman. a gurūpasadanādinā / (karman. a とは，師匠への奉仕などの行為によって，という意味でa ¯	 ¯

ある ) 
62ekāntadarśanā vedāh Ca. ekāntadarśanāh, ekasya ekasamsārāntasyātmano darśakā jñātāro, vedāh / (ekānta­. . . . 

darśanāh.とは，一つの輪廻が終わる一人のアートマンの，指示者たち，すなわち，知己たちが， vedāh. もろもろのヴェー
ダである ) Cp. ekah. advit¯ . antah. . s¯ agarap¯ ano yah. atm¯ sayantı̄ty arthah. /ıyah sam aras¯ are vartam¯ param¯ a tam eva dar´
(ekah. すなわち，第二をもたない， antah.すなわち，輪廻の海の対岸に存在する，最高のアートマン，まさしく彼を指
し示す，という意味である ) Cs. ekasminn advitı̄y¯ . ayam. draks.yant¯ antadar´ ah. ah. ,atmani antarnirn ıty ek¯ san¯ sarve ved ¯
¯ adk¯ . / vedai´ . iti smr. . / (あらゆるヴェーダは， ek¯ san¯ .，すなatmaikatvapratip ¯ ah s ca sarvair aham eva vedyah teh antadar´ ah
わち，唯一の，第二のものなき，アートマンにおける内的確信を知らせるものである。すなわち，アートマンの唯一
性を理解させるものである。「私こそが，あらゆるヴェーダによって知られるべき対象である」 (MBh.VI.37.15c) と
いう伝承聖典があるから ) 

63jāyante ca mriyante ca yasminn ete yata´ ah ved¯ ye na j¯ Cn. ahs cyut¯ / artham ananti vedyam ete viyadādy¯

.. . . . . 
. .	 . 

yasminn adhisthāne jāyante lı̄yante ca tam vedārtham, vedapratipādyam vedyam ātmānam, ye na jānanti te yataś 
cyutā bhavanti tan nityam iti pūrvānus.aṅgah. / (ete，すなわち，虚空などは， yasmin，すなわち，あるものの支配下
において， jāyante，生まれ，滅する。その vedārtham，すなわち，ヴェーダによって理解されるべきもの， vedyam，
すなわち，アートマンを， ye na jānati，知らない者たちが， yataś cyutā，そこから逸脱するもの，それが永遠の存在
である，というように前後が結合している ) 

64sā˙ a˙ an api ngam. , vy¯ . adi / up¯ngam. , pr¯ akhy¯ ngamとは，文法学などを， up¯angamngop¯ng¯ Cs. a˙ akaran¯ a˙ atiś¯ adi / (a˙ a˙
とは，音韻学などを，という意味である ) 

65pañca ved¯ Cs. pañcamo vedah. , itih¯ . 「古伝」であるan	 asah /第五番目のヴェーダとは，
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(49)	 乳酪を求める者が，雌ロバの乳を撹拌するならば 66，すぐれたガンダルヴァよ，そ

こに糞便 (のごとき臭いのするもの )を見て，醍醐も乳酪も見ることはないであろう。 

(50)	 同様に，ヴェーダの知識をもちながら，「知るべき対象」と「知るべきでない対象」

を67見い出すことのない者は，ただ愚かな考えをもつ者であり，知識と言う荷物を運

ぶ者であると伝えられている。 

(51)	 この両者は 68それに専心する内的アートマンによって，この者 (内的アートマン )に

誕生と死が繰り返して生じることのないように，常に観察されるべし。 

(52)	 終わりなき誕生と死について考察し，この三つ (の祭式 )を69滅するものとしてこ

こで放棄して， (人は )不滅の教え (dharma)に近づくのである。 (Sandhi irregular: iha 

aksayam Cf.Oberlies[Grammar]: 1.1.1. Absence of savarna-sandhi, 1.1.1.1. -a/ā. . .
 

a/¯
a-, p.2.11) 

(53) しかし，日ごと日ごと (ahany ahani)，(この教えを )絶えず (atyantam)見る時 70，

カーシュヤパよ 71，彼は独存者となり (keval¯ uta)，第二十六を見るのである。 ıbh¯

(54)	 未顕現は常に第二十五とは異なる 72，と (考える )者は， (両者を )二つと見るであ

ろう 73。善き人々は，それを同一である (と見るのである )。(Cf.Hopkins[Great Epic]: 

doctorine of the twenty-sixth, p.137.3) 

(55) 従ってこのように，最高を求めるヨーガ行者たちとサーンキヤに従う人々は，誕生

と死を恐れるが故に，第二十五を不動の者と (acyutam)認めないのである 74。」 
66kharı̄ks. ı̄ram. mathed Ca. kharı̄ks. ı̄ramanthane vis.t.avad gandho bhavati / (¯ 雌ロバの乳を撹拌すると，糞便のご

とき臭いが生じるのである ) 
67vedyam avedyam Cn. avedyam. prakr.tih. , vedyam. brahma / (aveyam とは，プラクリティであり， vedyam と

はブラフマンである ) 
68etau Ca. etau, prakr.tipurus.au / (etau とは，プラクリティとプルシャは，という意味である ) 
69trayı̄m im¯ Cs. im¯ , karmanist am / (im¯ ımam am. . .h¯ am とは，祭式に関するものを，という意味である ) N. tray¯ . 

karmk¯ d. oktam. dharmam / ((ヴェーダの ) 祭式を記述した部分に説かれた三種の教えを，という意味である ) 
B.,K.: yad¯ syate syate, dr.syate, karman n / ¯ ´ . syate見る 70P. yadā

.an
tu pasyate´ a ’nupa´ Cn. pa´ ´ . i ta˙ atmeti sesah. / (pa´

(反照態 ) は， dr.´ atmanepada) の活用語尾は (「見る」というsyate見られる (受動態 )，という意味である。反照態（ ̄

行為の ) 直接目的に言及する。 (従って受動態では，直接目的となる語が ) ¯ a「アートマンは」と (主格として ) 補atm¯
われなければならない ) 

71kāśyapa Ca. kāśyapeti kāśyapāpatyatvād viśvāvasoh. sam. bodhanam=/ (kāśyapaとは，ヴィシュヴァーヴァス
がカーシュヤパの子供であるための呼格である ) 

72anyah pañcavimsakah Cp.,Cs.: pañcavim´ adhikah sams¯ ¯ aśasth¯ pratibimbakalpah´ sako ’pi sop¯ arı̄ ghtak¯ anı̄yah / 
(第二十五も，限定を伴う存在であり，輪廻する者である。瓶の中の虚空にある (月の ?) 影像のごときものである ) 
(Cs.: pañcavim´ ıv¯ a kevalabh¯ ´ advit¯ avah

. . . . . . . . . 

. sako j¯ atm¯ utah. suddh¯ ıyasvabh¯ . / (第二十五は，個我を本質として単独に存在し，
並ぶものなき清浄さを本性とする者である )) 

73P. tasya dvav anupa¯ syeta´ av anupa´ am K. tatstham samanupa´ Cn.B. tasya dv¯ syet¯	 syanti (reading anu­. . 
paśyetām) anudrsyet¯ api karman n, sambh¯ am / prthag iva sam / (anupa´ am´ am / atr¯ i ta˙ avan¯ lot avyete ity arthah syet¯ay¯ bh¯
(反照態 ) は， dr.´ am両者は見られるであろう (受動態 )，という意味である。ここでも反照態の語尾は直接目的に

. . . . . . . . 
syet¯

言及する。 (受動態では，直接目的は，対格ではなくて主格 dvauに置かれる。 )可能性の意味で命令法の語尾が用い
られている。従って「両者は，別々であるかのように存在するであろう」という意味である ) 

74P. tenaitan nābhijānati pañcavimsakam acyutam B.,K.: tenaitam abhinandanti pañcavimsakam acyutam ´ n¯ ´
Cs. te sādhavah enam. pañcavimsakam acyutam. abhij¯ tu jı̄vam. atm¯ anantı̄ty arthah

.	 . . 
´ n¯ anantı̄ti na, kim param¯ anam eva j¯ / 

(彼ら善き人々は，この第二十五を不動の者と認めないのではない。そうではなくて，彼らは，個我は最高我に他なら
ない，と知るのである，という意味である ) 

. . .	 . 
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(56)	 あなたに対して語られた (te proktam)第二十五は，最高のバラモンよ。そのとおり

なのか，あるいはそのとおりではないのか 75。御身は，このことをお話し下さい。 

(57)	 ジャイギーシャヴィヤの，アシタ・デーヴァラの (講説を )私は聞いた。聖人パラー

シャラの，賢者ヴァールシャガニヤの， (cf.Hopkins[Great Epic]: a list of teachers of 

the twentyfifth (spiritual) principle, p.98.2; Johnston[1937]: Jaigı̄savya in the list of .

S¯	 khya seers, p.9.6) am. 

(58)	 乞食者たるパンチャシカの 76，そしてカピラの，シュカの，ガウタマの，アールシュ

ティセーナの，偉大なるガルガの， 

(59)	 ナーラダの，アースリの，また賢者プラスティヤの，サナトクマーラの，それから

偉大なるシュクラの， 

(60)	 そして父カシュヤパの (講説を )かつて私は聞いた。そのすぐ後，ルドラの，賢者

ヴィシュヴァルーパの (講説を聞いた )。(Hopkins[Great Epic]: Hypermetric Sloka,´

tadanataram. ca rudrasya (c句 9音節 ), p.255.19) 

(61)	 神々から，祖先たちから，ダイティヤたちから，順次，すべては私のところに来た。

彼らは常に「知るべき対象」を語る。 

(62)	 それゆえ，それを御身の認識 (buddhi)を通して聞くことを私は望むのである，バラ

モンよ。御身は，最も卓越し，もろもろの聖典に精通し，とりわけすぐれた知性をも

つ方 (atibuddhimān)であるから。 

(63)	 あなたに知られていないことは何もない。御身は天啓聖典の蔵であると伝えられて

いる。 (そのように )神の世界でも，祖先の世界でも語られている，バラモンよ。 

(64)	 ブラフマンの世界に行った偉大な聖仙たちも (あなたのことを )語る。そして常に輝

く者たちの王である太陽も，あなたについて語っている。 

(65)	 バラモンよ，あなたによって，すべてのサーンキヤの知識は獲得された。同様にヨー

ガの知識も 77詳細に (vi´ .atas)獲得されたのである，ヤージュナヴァルキヤ仙よ。 ses

75P. tath¯ a veti a tan na tath¯ K. tad aham a vedmi a tan na tath¯ B. tath¯ a ceti na tath¯. 
76P. bhiks.oh. sikhasy¯ B. bhr.goh. pañca´ asya K. bhiks.oh. pañca´ asya K. は， P. と B.pañca´ atha sikhasy¯ sikhasy¯

を折衷した形になっている 
77P. yogajñānam. ca B.,K.: yogaśāstram. ca B.,K.は， yogaと jñānaの結びつきを避けたか。 Cf.Hopkins[Great 

Epic]: ´astra of Yoga opposed to jñ¯ amkhya, p.100.25. s¯	 ana of S¯ . 
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(66)	 あなたは疑いもなく覚醒し 78，動くものと不動のものを認識している。その醍醐か

らなる乳酪のごとき 79知識を私は聞きたい。

ヤージュナヴァルキヤは言った。 

(67)	 私は汝をすべてをもつ者と考える，すぐれたガンダルヴァよ。そしてなお私の言う

ことを知らんと願っている，王よ。それを伝えられた通りに聞くべし。 

(68)	 第二十五は，認識することのないプラクリティ (prakr.ti　根本原質 )を80認識する 

(budhyate)。しかし，ガンダルヴァよ，プラクリティは第二十五を認識することはな

い (na budhyati)。(Cf.Hopkins[Great Epic]: doctorine of the twenty-sixth, p.137.3) 

(69)	 真理を知るサーンキヤとヨーガに従う者たちは，天啓聖典の教示に従って 81，この

無知のために 82，それ (プラクリティ )を (物質の )第一原因と呼ぶのである 83。 

(70) 他方 (第二十五 )は，見ることもあれば見ないこともある，というように見るのであ

る，無垢な者よ 84。第二十六は，第二十五と第二十四を見るのである 85。しかし，それ 
78prabuddhas tvam. Cs. prabuddhah. .atvena jñ¯ an / (prabuddhah.とは，明確に知っている，という意, aparoks atav¯

味である ) 
79ghr.tam .damayam. yathā Cs. ghrtam. man . amayam a, dugdhitam. ıtam .am ´. man	 . d yath¯ navan¯ . sphut . dugdhasya sare. . . 

nih. s¯ an. e at keval¯ ıtam. aram. labhyate tadvat / (ghr.tam. man.d. amayam とは，牛乳から搾られた透明aryam¯ ´ an navan¯sar¯ s¯
な乳酪 (navanı̄taバター ) である。 yathā とは，牛乳の乳皮 (クリーム ) が生じる時，乳皮だけから最上の乳酪は得ら
れる。それと同様に (すぐれた知識のみからすぐれた知識は得られる )，という意味である ) 

80P.,B.: abudhyamān¯ . prakr.tim. K. budhyamāno hi prakr.tim. K. は， budhyam¯ . a の性格としてam ana を purus
いる。 

81yathāśrutinidarśanat Cs. yathāśrutinidarśanat, vedāntaśrutim anatikramya tajjanyaniścayād ity arthah /. 
(yathā´ sanatとは，ウパニシャッドという天啓聖典を逸脱することなく，それより生じるべき確信によって，srutinidar´
という意味である ) 

82P. anen¯ B.,K.: anena pratibodhena tivive­apratibodhena	 Ca. (reading anena pratibodhena) anena, prakr.
kadar´ abh¯ a pratibodhena / (anena，すなわち，プラクリティを区別する知見が存在しない， pratibodhena認san¯ avavat¯
識によって，という意味である ) Cn. anena pañcavim. ´ atman¯sena bodhapratibimb¯ a pratibodhena / (anena，すなわ
ち，第二十五による認識の映像を本性とする， pratibodhena認識によって，という意味である ) 

83pradh¯ pravadanti ıyate ’smiñ citicch¯ at pradh¯ ay¯ a buddhir anam Cn. pradh¯ ayeti yog¯ anam / etena citicch ¯ apann¯. 
evāham. pratyayavis.aya ity uktam / (そこに知の像が置かれる (pradhı̄yate) という語源的意味によって， pradhāna (第
一原因 ) である。このため，知の像に近接された統覚 (buddhi) は，「私」という観念を対象とする，と言われる ) 

84P. paśyam. s tathaiv¯ . ´ B.,K.: paśyam. s tathaiva cāpaśyan　 paśyaty anyah.apaśyams ca paśyaty anyas tathānagha 
sadānagha　 Cv. anyah. jı̄vākhyah. pañcavim. sakah. , paśyan dehagehādikam, paramātmānam apaśyam. ´´ s ca paśyati / 
(anyah.とは，個我と呼ばれる第二十五である。それは， paśyan，すなわち，身体や家などからなるものは見るが， 

apa´ syati見るのである ) Cn. cid¯ as¯ s¯ .¯ syan, j¯ adausyan，すなわち，最高我を見ることなく， pa´ abh¯ ad anyah. aksı pa´ agrad¯
pumprakrtyor vivekakhy¯ a pa´ aram caturvimśam pañcavimśam ca pa´ syan, susupty¯atik¯ syan, savik¯	 adauale v¯ syati / apa´
nirvikalpakasamadhau ca, s¯ ad. vimsam. syati / etena yah s¯ .¯ aksyena sam. baddha´ ´

.	 . . . . . .
´ pa´ aksı sa eva s¯ s cety pañcavimso bhavati, . . . . . 

s¯ . s.ad. vim. sa ity uktam / (anyah.，すなわち，知の幻影 (?) と異なる観察者は， paýan，すなわち，目aksyena viyutah ´
覚めている時などに，あるいはプルシャとプラクリティの相違を認識する時に，変異を伴う第二十四と第二十五を見
る。 apaśyan，すなわち，熟睡時などにおいて，そして無想三昧において，第二十六を見るのである。従って，同一
の観察者が，観察対象に結びついているならば，第二十五であり，観察対象と離れているならば，第二十六と言われ
るのである ) 

85P. sadvim pañcavimsam ca caturvim´ ca pa´ B.,K.: sadvimsam pañcavimsam ca caturvim´ casah	 ´´ ´ sam syati ´ sam
paśyati Ca. sadvimsam, sadvimsam atm¯ ¯svaram a, pañcavimsam s¯ ´

. . . . . . . . . . . . . . . . 
´ ´ yam ¯ anam, ı´ v¯ ´ sam aricetanavat, caturvimsam

prakr.tiprākr.tavikārarūpam. atvā tattvato niścinoti / (s.ad.vim. sam，すなわち，アートマンあるいは自在神を， 
. .	 . . . . . . . . . . . .
 

jñ¯ ´
pañcad. vim. sam.，すなわち，輪廻する者の意識をもつ者を， caturvim. sam.´ ´ ，すなわち，プラクリティによってかつて

. ´ sam jı̄vam, caturvim´創造された変異物の姿を，知って，正しく決定するのである ) Cv. s.advim. sas tu pañcavim. ´ . . . sam. 
jad. am. ca paśyati / (しかし s.ad. vim. sah. . sam，すなわち，個我と， caturvim. sam，すなわち，´ ，第二十六は， pañcavim´ ´
精神性のないものとを， paśyati，見るのである ) 

317

http:prakr.ti


茂木

(第二十六 )を観察する者 (anupa´	 。syati)は， (第二十六を )見ていても見ないのである 86

(71)	 第二十五は，「私より高位のものは 87他にない」とうぬぼれるであろう 88。第二十四

は，知識によって見る人々によって (manujair jñ ¯ sibhih. )捉えられないものではanadar´

ない 89。 

(72)	 魚が水に従い 90，(自分の )行動によって動くのと同様である。魚が (水を )知ってい

るように，彼 (第二十五 )もまた (第二十四を )知っている。住いを共にしているので，

愛情をもち，そして常に自意識をもっているから 91。(Sandhi irregular: matsyevodam 

anveti Cf.Oberlies[Grammar]: 1.8. Double Sandhi, 1.8.3. -e- < /-as i-/, p.36.18) 

(Cf.Hopkins[Great Epic]: doctorine of the twenty-sixth, p.137.11) 

(73)	 彼 (第二十五 )は， (第二十六と )同一であることを知らない時には 92時が進むにつれ

て沈み，所有意識に囲まれない (?)時には 93時が進むにつれて浮かぶのである 94。 

(74)	 しかし，再生族が「私はこれとは異なる」 95 と考える時，彼は独存者となり 96，第

二十六を見るのである。 

(75)	 王よ，すぐれたものなき者 (avara)と第二十五は別である 97。（第二十六は）そこ (第 
86na tu paśyati paśyams tu yaś cainam anupaśyati Cv. yah paramātmā enam jı̄vam paśyati tam paśyantam ayam. . . . . . . 

paśyati / (yah.，すなわち，最高我は， enam，すなわち，個我を， paśyati，見る。その見ている者 (最高我 ) をこ
れ (個我 ) は見るのである ) Cs. paśyadras.t.r. ut.asthavirodha ity ¯ nkyāha — na tu paśyatı̄ti / na s.ad.vim. sotve k¯ aśa˙ ´

.’smadādivat kāryabhūtena jnānena paśyaty eva, kim tu paśyam. s tu savitr.vat svarūpabhūtajñānaprakāśena, ato na 
kaut.asthyavirodhah. / anupaśyati ācāryopadeśāntaram. jānāti / (観察対象を観察するという性質は，不動性と対立する 

(のではないか），と疑問に思って， na tu paśyati，と言ったのである。第二十六は，我々のように，結果としてある
知識によって見るのではない。そうではなくて，太陽のように，自分の本質である知識の照明によって，見るのであ
る。従って不動性との対立はない。 anupaśyati とは，師匠の教示の直後に知る，という意味である )
 

87P. paramo mama B.,K.: parato mama
 
so ’bhimanyeta ´ atm¯
88pañcavim. ´ Ca. pañcavim. sah. abhimantr.tay¯ anam. manute / (第二十五は，自意識性によって

アートマンを考えるのである ) 
89P. na caturvimsako ’grāhyo B.,K.: na caturvimsako grāhyo Cs. (rading caturvim´ ahyah)´ ´	 sako gr¯ avya­. .	 . . 

ktasvabhāvaś caturvimsako manujair viśistadhik¯ atmatvena grāhyah, tasya cācetanasya cetanasvabh¯´ ¯ aribhih na ¯ ava­
virodhāt / (未顕現を本性とする第二十四は， manujair，すなわち，すぐれた職務をもつ (?) 人々によって，アートマ
ンとして捉えらるべきではない。その知をもたない者は，知を本性とするものと対立するのであるから ) 

90P. matsyevodakam anveti B. matsyaś codakam anveti K. matsyo vodakam anveti 
91P. sasnehah sahav¯ ac ca s¯ ana´ B.,K.: sa sneh¯ as¯ abhim¯ ac ca 

. . . . .

as¯ abhim¯ s ca at sahav¯ ac ca s¯ an¯
92k¯ alasya, k¯ sais. ı . . .h¯ alasya とは，時の経過によって，という (具格の ) 意味alasya C

.
a. k¯ alenety arthe ´ ik¯ sast ı / (k¯

で用いられている，残余の意味での属格である ) (Cf. P¯ . ini 4.2.92) an

93P. mamatven abhisam¯ . vr.tah. B.,K.: abhisam. vr.tah. 次の unmajjati との関連では， B.,K.
samatven¯ の 

samatven¯ vrtah. (同一性に覆われた時には )の読みのほうがわかりやすい。 P.は， mamatve n¯ vrtah.か。 abhisam	 abhisam
94unmajjati C

.
n
.
. majjanonmajjane sam. sāramoksau / (沈むことと浮くこととは，輪廻と解脱のことであ

.
る)

.

95anyo ’ham anya es.a Ca. es.ah. , prākr.to vargah. /
.

(es.ah.「これは」とは，プラクリティに属するものの群である ) 
Cn. arthādih. / ((es.ah.とは )物などである ) 

96kevalı̄bhūtah. Cs. kevalı̄bhūtah. , prakr.titatkāryasam. sargarahitah. / (kevalı̄bhūtah.とは，プラクリティとその結果
との結びつきを欠いている，という意味である ) 

97P. anya´ ajann avaras s ca r¯ K. anya´ ajan paramas ajanya varah)s ca r¯ B. anya´ ajanyavaras s ca r¯ Cn. (reading r¯ . 
´varah. s.ad. vim. sah. / (varah.とは，第二十六は，という意味である ) B.,K. とも，ここでは第二十六が意図されている。 

P. の avarah.という読みでは，同様に解するのは難しいが， avara を vara をもたない，すなわち，上位のもののな
い，というように解して，第二十六を指すと解した。もし avaraが，低位のものを意味しているならば，それは第二
十四 (=プラクリティ ) になるが，それでは cd 句が理解しがたい。ただし，次の二つの脚注に見られるように， Cs.
と Ca. は，プラクリティとプルシャの異同を念頭に置いて解釈している。
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二十五 )に存在するために 98，善き人々は， (第二十六と第二十五は )同一である，と見

るのである 99。(Sandhi irregular: anupaśyanti eka eveti100) (Cf.Hopkins[Great Epic]: 

doctorine of the twenty-sixth, p.137.16) 

(76) 従ってこのように， (善き人々は )第二十五を不動の者と認めることはない 101。誕

生と死の恐怖におびえ，それ (第二十六 )を最後の拠り所とする (tatpar¯ . ¯ . )清浄なayanah

ヨーガ行者たちとサーンキヤに従う人々は，カーシュヤパよ， (最高者として )第二十

六を見るのである。 (Cf.Hopkins[Great Epic]: doctorine of the twenty-sixth, p.137.19) 

(77) 彼が独存者となって第二十六を見る時，彼は一切を知る知者であり，再び誕生を得

ることはない。 

(78) このように，覚醒しないもの 102，覚醒つつある者，覚醒した者について 103，無垢

な者よ，私は，天啓聖典の教示に基づいて正しく汝に語った。 

(79) その者 (yo前詩節の覚醒した者 ?)は，可見のもの・不可見のもの，安穏，真実 104，

独存者・非独存者，原初の存在を 105，そして，第二十五より上位であるものを 106見

るであろう 107，カーシュヤパよ。

ヴィシュヴァーヴァスは言った。 

(80) 吉祥な真理，そして安穏と神の始源を，あなたは正しく適切に語った。尽きない幸

運があなたにあらんことを。常に英知によって英知をそなえたあなたに敬礼する 108。 

(韻律 : Ś¯ ı109)alin¯
98P.,K.: tatsthatvad¯ B. tatsth¯ ac ca at, tasy¯ prakr. av avidy¯ am at / (tatsthatv¯an¯ Cs. tatsthatv¯ am. t¯ ay¯ . sthitatv¯ atとは，

それ，すなわち，プラクリティの中に，すなわち，無知の中に，存在するため，という意味である ) 
99anupasyanti eka eveti s´ adhavah¯ Ca. eka eva, prakrty¯. . a abhinna iva / (eka eva とは，プラクリティと異ならな

いかのごとく，という意味である ) 
100Oberlies[Grammar]: 1.1.3. Absence of ks. aipra-sandhi, p.14に当たると思われるが， -i e-のケースを挙げていな
い。 Cf.MBh.XII.299.14. 

101tenaitan nābhinandanti Cs. (reading te nainam n¯ amkhyayog¯ pañcavim­abhi-) s¯ aś ca tan na manyante, enam
´ . , ı´ . n¯ . tu ekatvam eva te ’pi jānanti / ((teすなわち )サーンキヤと

. . . . 
sakam, evam acyutam ¯svaram abhijānanti iti na, kim

ヨーガに從う人々は，そのように考えない。 enam，すなわち，第二十五を，そして acyutam，すなわち，自在神を，


認めないのではない。そうではなくて， te ’pi彼らもまた， (第二十五と自在神は )同一であると認識しているのである )
 
102apratibuddhas ca ´ Cn. apratibuddhah, pradh¯. anam / (apratibuddhah.とは，第一原因である ) Ca. avyaktasva­

bh¯ . / (未顕現を本性とする者である )avah
103buddho Cn. buddho, brahma / (buddhah.とは，ブラフマンである ) Cs. buddhah. , s.ad.vim. sah. atmety´ param¯

arthah / (buddhah.とは，第二十六は，すなわち，最高我は，という意味である ) 
104P.

.
ksemam tattvam B.,K.: ksemyam tattvam Cn. ksemyam ks aya sādhu / tattvam, drgdrsyayor anyatvamem¯ ´

ca / (ks.emyam とは，安穏に叶うものを， tattvam とは，見と見の対象の相違性を，という意味である ) 
105kevalākevalam adyam Cn. kevalam s¯ yenapi nirumuktam, akevalam aksir¯ ¯ jagatk¯ am / 

. . . . . . . . . . . . . 

. c¯ . . aks. ¯ . s¯ . upam, adyam. aran. . .
(kevalamとは，証言によっても解脱した者を， akevalamとは，証人の姿を， ̄adyamとは，世界原因を，という意味
である ) 

106P. cadyam¯ pañcavim at param ca yat B.: c¯ pañcavimsam param ca yat K. c¯ samś¯ adyam ´ anyat pañcavim´ param. . . . . . . . . . 
ca yat Cn. param. , mahad¯ aryam / (param とは，大などの結果を，という意味である )adik¯

107P. yo ’nuopasyet´ B.,K.: yo na paśyet
 
108P. namas te B. manas te K. namasye
 
109a,c,d 句の第 3 音節， c 句第 5 音節が短音節となっている。
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ヤージュナヴァルキヤは言った。 

茂木

(81) このように言って，彼の偉大な者は，吉祥な姿によって輝きつつ，挨拶し，私を右

繞して，最高の満足によって満足して 110天に昇った。 (韻律 : Tris.t.ubh111) 

(82) (そのガンダルヴァは )ブラフマー神など天空を行く者たちの住居において，インドラ

のごとき人よ，下方に住む者たち，そしてまた，ひたすら安穏の道を努める者たち 112の

´ところで (tatraiva)，その教えを示しつつ (天に昇ったのである )。(韻律 : Sālinı̄)113) 

(83) サーンキヤに従うすべての人々は，サーンキヤの教義に喜び，同様に，ヨーガを行う人々

は，ヨーガの教義に満足している。他にも解脱を願う人々がいるが，彼らのために知識

によって得られる (jñ¯ . . . Ś¯ ı)114(Cf.Hopkins[Greatanadrstam)この教えがある。 (韻律 : alin¯

Epic]: teaching newly inculcated in contrast to the S¯ khyas and Yogas, p.138.1) am. 

(84) 人々にとって 115，解脱は知識から生じ，無知からは (解脱は )ない，とこのように

言われた，インドラのごとき人よ。それ故，それによってアートマンを誕生と死から

解き放つであろう知識が正しく求められるべきである。 (韻律 : Ś¯ ı)116alin¯

(85) 知識を，バラモンから，あるいはクシャトリヤから，ヴァイシャから，さらには賤

しいシュードラから得ても，直ちに信づべきものとして常に信じることによって，誕

S¯生と死は，信ある者には 117入りこまないであろう。 (韻律 : ´ alinı̄118) 

(86) あらゆる種姓は，ブラフマンから生じたバラモンである。すべての人々は，常に，ブラフ

マンと声を出す (vyāharante)119。私は，ブラフマンの認識によって真実と聖典 (śāstra)を

´語る。このように一切はすべてブラフマンである。 (韻律 : Sālinı̄120) (Cf.Hopkins[Great 

Epic]: Yoga, a doctrine of emancipation for all, p.114, fn.2) 

(87) ブラフマンの口からバラモンたちが生じ，両腕からクシャトリヤたちが生じた。ブ

ラフマンの臍ではヴァイシャたちが，足からはシュードラたちが生じた。あらゆる種

姓は，これとは別様に知られるべきではない (nanyath¯ a veditavy¯ ¯ . )。(韻律 : Ś¯ ı121)ah alin¯
a´ y¯ a´ y¯110P. tust. s ca tust. a B.,K.: drs.t .t a paray¯. a paray¯ . s ca tus a. .


111全体はŚ
.

¯ ıに近い音韻であるが，各句とも不規則な音節を含んでいる。 c 句は， Indravajr¯
alin¯ a に一致している。 
112sam. yak ks.emyam. ye patham. sam. ´ a vai Cn. patham. , panth¯ nam が正しい語形で，srit¯ anam / (patham は， panth¯
道を，という意味である ) Cs. ks.emyam. . , moks.as¯ . anam¯ .emyam.patham adhanam jñ¯ argam / (ks patham とは，解脱
の手段である知識の道を，という意味である ) 

113a,b 句は最終音節が短音節， c 句は第 3 音節が短音節になっている。最終音節が短音節であることについて， 

Hopkinsの ‘The prior pāda of the hemistich may end in brevis’という指摘がある。 (Hopkins[Great Epic]: p.319.24) 
114a,b,d 句は最終音節が短音節になっている。前注の Hopkins の指摘参照。 
115P. paurus¯ ¯ B.,K.: rājasimha 
116b 句のみ最

.
終

an
音

am
節が短音節になっ

..
ている。

.

117śraddhinam. Cn. sraddhinam adant¯ ıya inih. sraddhin の) 接辞 in は， (´ a が短母音 a´ . , ¯ ad api matvarth¯ / ((´ sraddh¯
ではなく ) 長母音 ā を語末としているとしても，所有を意味すべきである ) (Cf.P¯ . i S¯an utra 4.2.115)
 

118b 句は第 5 音節が短音節になっている。
 
119K. は， b 句の後に，次の行を挿入している。
 

yen¯ moksayej janmamrtyos tattvam s¯ brahmabuddhy ¯ ımi / (=P.84d ＋ P.86c) atm¯ ´astram a brav¯
120a,b,c 句は最終音節が

anam
短音

.
節であり，さ

.
らに b

.
句は

.
第 9 音

.
節が長音節である。 Cf.Hopkins[Great Epic]: light 

syllble before br, (b 句 sarve nityam. vy¯ S¯´aharante ca brahma), p.243.14, Emergent Stanzas, alinı̄, p.319.23, 28-31) 
121a 句は第 3 音節が短音節になっている。
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叙事詩の宗教哲学（XXXⅧ）

(88)	 人々は，無知のために，それぞれ行為の母胎 (karmayoni身体 )を享受し，王よ，（そ

の後）死 (abhāva)に至る。同様に，知識を欠いた種姓の者たちは，恐ろしい無知の

ために，物質的な (行為の )母胎の網 (pra¯ .tam. alam)に落ちるのである。 (韻律 :kr	 yonij¯

Tristubh122). .

(89)	 それゆえ，知識があらゆる面から求められねばならない。そして，知識はあらゆる

ところにある 123と，このように私はあなたに言った。かつて存在したバラモン 124，そ

して存在した他の者 125に対して，再生族のインドラたちは 126，解脱は永遠である，と

語ったのである。 (韻律 : Ś¯ ı)alin¯

(90)	 汝が尋ねたことに対して私は真理にかなう仕方で教示した。これによって (tad)愁

いを離れて生きよ。かくして，王よ，追究の終結に (arthasya p āram)至るべし。 (以上

ですべては )正しく述べられた。この世で常にあなたに繁栄あらんことを 127。(韻律 : 

´ ı128)Sālin¯

ビーシュマは言った。 

(91)	 このように英知あるヤージュナヴァルキヤ仙によって教えられた時，ミティラーを

統治する王は，歓喜に満たされた。 

(92)	 その最勝の尊者が， (王によって )右繞されて，去った時，人々の王ダイヴァラーティ 

(ジャナカ )は，解脱を知る者としてそこに座った。 

(93)	 王は，バラモンたちに，一千万頭の牛，そして黄金を与え 129，さらに両手一杯の宝

石を与えた。 

(94)	 そしてミティラーの王は，ヴィデーハの王位を息子に譲り，苦行者の教えを称賛

しつつ過ごした。 (Cf.Strauss[1912]: nivr. tti, Werklosigkeit und Gleichmut Janaka’s, 

p.251(59).7) 

122各句とも Ś¯ ıに近いが，それぞれ不規則な音節を含んでいる。 a 句は第 3 音節が短音節， b 句は最終音節がalin¯
短音節， c 句は第 1 音節が短音節， d 句は 12 音節である。 Cf.Hopkins[Great Epic]: Emergent Stanzas, isolated 
vaiśvadevı̄ pāda reckoned as tristubh pāda, p.320.19. 

123sarvatrastham. N. sarvatra
.
s
.
tham. sarvavarn. agatam / (sarvatrastham とは，あらゆる種姓にある，という意味で

ある ) 
124P. tasthau brahmā B.,K.: tatstho brahmā 
125tasthiv¯ . ´ aparo Cn. aparah. , ks.atriy¯ . / (aparah.とは，クシャトリヤなどは，という意味である )s c¯ adih

126P. dvijendrā

am
h B.,K.: narendra
 . 

127P. svasti te ’stv atra nityam B.,K.: svasti te tvat tu nityam 
128b 句は最終音節が短音節になっている。 
129P.,K.: spar´ am¯ . yasya tathaiva ca say¯ asa hiranyam. say¯ asasay¯	 asa hiran B. spar´ am¯ tu tathaiva ca Ca. spar´ am¯.

dattavan / yadv¯ a, ekam eva vibhajya sarvebhyo dadau / (spar¯ ´ am¯say¯ asaとは，与えた，という意味である。あるいは，
一つのものを分割して，全員に与えた，という意味である ) 
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(95)	 (彼は )サーンキヤの知識を，そしてヨーガの教義を (yogaśāstram)すべて学び，法・

非法を 130世俗的なこととして 131非難しつつ，王の中の王よ， 

(96)	 彼は，「(自分は )無限である。そして永遠であり唯一である」と考えて法と非法を，

善と悪を，真と偽を，そして， 

(97) 誕生と死を，このように (tad)世俗的なことと (pr¯ .tam)と考えた。akr 「この世は未

顕現のごときブラフマンの行為である」と 132常に，人々の王よ， 

(98)	 ヨーガ行者たちとサーンキヤに従う人々は，自らの教義に基づく証相をもって 

astrakr ¯(svaś¯ .talaks.an. ah. )，見るのである。なぜならば，ブラフマンは，願わしきことと

願わしくないことを離れて 133，最高より高く存在したからである 134。賢者たちはそ

れを永遠と言い，清浄であると言った 135。それゆえ，あなたは清浄であるべし。 

(99)	 あるものが与えられる，与えられたものを得る，あるものがを考える 136，あるもの

が与え，そして受け取る，人の中で最勝の者よ。 (これらの行為は )未顕現が与え 137，

そしてそれ (未顕現 )が受け取る，ということである。 

(100)	 アートマンは，アートマンのみに属し，一つである。あなたよりすぐれた何か他のも

のが存在するであろうか 138。常にこのように考えるべし。他様に考えてはならない。 

(101)	 未顕現を知らない者，それがグナを伴うか伴わないか知らない知恵なき者は，もろも

ろの巡礼ともろもろの祭式を行うべきである 139。(Sandhi irregular: sevitavy¯ scit¯avipa´ a 

Cf.Oberlies[Grammar]: 1.8 Double sandhi, 1.8.7 -¯ as a-/, p.43.11) a < / -¯

(102)	 もろもろのヴェーダ学習によって，あるいはもろもろの苦行によって，あるいはも

ろもろの祭式によって，未顕現の領域を 140得ることはない，クル族の子よ。未顕現を

知った後 141である，大地の主よ。 
130dharmādharmau Cs. adharmavad dharmasyāpi bandhanahetutvāt / (非法と同様，法もまた束縛の原因である
から ) 

131prākrtam. Cn. prākr.tam, āvidyakam / (prākr.tam とは，無知に属するものとして，という意味である ) 
132P.,K.:

.
brahm¯ B. vyakt¯ avyaktasyaがはっきりしなavyaktasya karmedam iti avyaktasya karmedam iti brahm¯

い。 B. の読み「この世は顕現と未顕現の行為である」は，わかりやすい。第 97，98 詩節から，サーンキヤとヨー
ガは，ブラフマンを独自の存在と認めていない，ということになろう。 

133is.t.anis¯	 .t.aviyuktam. Cs. is.t.anis¯ .t.aviyuktam. , vis.ayasam. parkakr.tasukhaduh.khavih¯ .t.anis.t.aviyuktamとは，ınam / (is ¯
対象との接触によって生じた安楽と苦を欠いている，という意味である ) 

134tasthau brahma par ¯ Cn. tasthau, sth¯ . uvad acalam astı̄ty arthah. / (tasthauとは，柱のごとく動かずにat param an
存在する，という意味である ) 

135P. nityam tam ¯ amsah ´ B.,K.: nityam ahur vidv¯ sah suci´ahur vidv¯ sucis tam ¯ am. . 
136この P.ab

.
句のあとに，K.

.
は次

.
の行を挿入している。

.

avyakteneti tac cintyam anyathā mā vicintaya /
 
(それは，未顕現によって，と考えられるべきであり，他の様に考えてはならない。 )
 

137P. dadaty avyaktam evaitat ¯	 B.,K.: dadāty avyakta ity etat
 
138P. ko ’nyas tvatto ’dhiko bhavet B.,K.: ko ’nyas tasm¯
at paro bhavet
 
139P. sevitavyavipa¯ scit´ ¯ B.,K.: sevitavy¯ scitā
a a vipa´

140P. ’vyaktasamsth¯ B.,K.: sth¯ Ca.(gloss: avyaktar¯
. anam. ’vyaktikam. anam. avyaktikam. upam. , 

moks.asam. sthānam /) (avyaktikam とは，未顕現の姿を，すなわち，解脱の境地を，という意味である ) 
141jñātvā avyaktam. atv¯ . , ´ adi ¯ atv¯ atv¯Ca. jñ¯ a avyaktam sarı̄r¯ atmatayā jñ¯ a / (jñ¯ a avyaktam とは，身体などをアート
マンとして知って，という意味である ) 
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(103)	 同様に，「大」の領域，自我意識の領域，さらに自我意識よりも高くに，もろもろ

の領域もまた 142獲得するであろう。 

(104)	 しかし，聖典に専心する者たちは，未顕現よりも上位の永遠の存在を知り，誕生と

死を離れた，あらゆる有からの，そして無からの遠離を (獲得するであろう )143。 

(105)	 このことを私は，かつてジャナカ王から得た。ジャナカ王はまたヤージュナヴァル

キヤ仙から得たのである，王よ。すぐれているのは知識であり 144，もろもろの祭式は

そうではない。人は，知識によって難路を渡るのである。もろもろの祭式によって (渡

るの )ではない。 (韻律 : Indravajrā) 

(106)	 誕生と死とが難路である，王よ。知識を知る者たちは， (難路は )外界にあると 145語

ることはない。人々は，もろもろの祭式，もろもろの苦行，もろもろの禁戒，もろもろ

の誓約によって，天界に達した後， (再び )地上に落ちるのである。 (韻律 : Upajāti146) 

(107)	 それ故，最高の，偉大な，清浄な，吉祥な解脱を，穢れなき浄化具として尊崇せよ 

(upsasva)¯ 。王よ，知田者を知り 147，知識の祭式を真実として尊崇した後 (upāsya)，あ

なたは聖仙となるであろう。 (韻律 : Upajāti148) 

(108)	 かつてヤージュナヴァルキヤ仙は，ジャナカ王に秘密の教え (upanis.ad)を伝授した。

ジャナカ王は， (そこで )永遠にして不変とみなされた (upagan. ita´a´ avyayam)，吉s¯svat¯

祥にして憂いなき不死性に達したということである (iti)149。(韻律 : Pus.pit¯ 150)agrā

[307章] (B.319章, C.11837-11851, K.324章)

ユディシュティラは言った。 

(1)	 権力 (aiśvarya)，あるいは大きな富，あるいは長命を得た後，人はどのようにして

死を超えるべきであろうか，バーラタ族の雄牛よ。 

(2)	 大苦行によって，あるいは祭式によって，あるいは伝統的知識によってであろうか。

あるいは，不死の妙薬 (rasāyana)の服用によってであろうか。何によって人は老と死

に近づかないのであろうか 151。(Cf.水野 [2014]: rasāyana, p.63.4) 

142sth¯ ani an¯ adipad¯ an¯an¯ Cs. sth¯ ani, indr¯ ani / (sth¯ ani とは，インドラなどの地位を，という意味である ) 
143P. janmamrtuviyuktam ca viyuktam sad asad ca yat B.,K.: janmamrtuvimuktam ca vimuktam sad asad ca yat . . .
 
144jñ¯ sis . jñ¯ vi´ , na karma / (すぐれている

.
みであって
anam. vi´ .t.am Ca anam eva sistam. のは知識の

.
，

.
祭式ではない ) 

. 145P. bhūtikam B.,K.: bhautikam. Gang
.
u
.

li: Literally, ‘these are not obstacles by external nature’, (p.55, fn.1) 
146a句は，＿＿＿│∪∪∪│＿＿∪│＿＿│となっている。 Cf.Hopkins[Great Epic]: Appendix C., Illustrations 

of Epic Tristubh forms, No.15, p.465.17 
147P. ks.etr

.
a
.
jñavit B.,K.: ks.etram. jñātvā 

148a 句は 12 音節， c 句は ＿＿∪│＿＿∪│＿＿∪│＿∪│となっている。 a 句は c 句に短音節を付加したも
の。 c句に関しては， Hopkins[Great Epic]: Appendix C., Illustrations of Epic Tris.t.ubh forms, No.6, p.460.36参照。 

149P. r.cchatı̄ti B.,K.: archati P. の iti は， upanis.ad の内容を指示しているか。 
150d 句 (even quarter) の最終音節が短音節になっている。 Cf.Hopkins[Great Epic]: Pus.pit¯ a, p.346.28. agr¯

151P. kair nopaiti B.,K.: kair n¯
apnoti 
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ビーシュマは言った。 

(3)	 ここでも人々は，この古潭を語る。乞食者パンチャシカとジャナカ王のこの点につ

いての対話を (iha sam. adam. )。(Cf.Hopkins[Great Epic]: Pañca´v¯	 sikha, p.144.15) 

(4)	 ヴィデーハ王ジャナカは，ヴェーダの最上の知者であり，ダルマの意味についての

疑問を断ち切った偉大な聖仙パンチャシカに尋ねた。 

(5)	 「尊者よ，人は，いかなる行為 (vr.tta)によって，老と死とを超えることができるの

ですか。苦行によってですか。あるいは認識 (buddhi)によってですか。あるいは祭式

によってですか。あるいはヴェーダの知識によってですか。」 

(6)	 このように言われて，目に見えぬものを知る 152彼はヴィデーハの王に答えた。「こ

の (老と死の )両者が止まることはない。しかし全く止まらないということもない。 

(7)	 日々は止まらない，月々は止まらない，またさらに夜々も止まらない。このように，

変化する者は，長い間変らない道を 153進むのである。 (Cf.MBh.XII.28.48ab,49ab) 

(8)	 あらゆる生き物の終息 (samuccheda)は，いつも水の流れに運ばれているかのよう

である。老死という (二匹の )鰐のいる時 (kāla)の大海の中で，舟なく，沈みつつ運

ばれている者には，誰も近づくことはないのである 154。(Cf.MBh.XII.28.43cd) 

(9)	 この者には誰も存在せず，この者は誰にとっても存在しないのである。道において

は，このように妻たちや他の親戚たちと共に一緒にいる。しかし，最後まで共に住むと

いうことは 155誰によってもかつて達成されたことはない。 (Cf.MBh.XII.28.39, 50cd) 

(10) 人々は，時の進行と共に (kālena)繰り返し誕生し，何度も叫び声をあげ，繰り返し

投げ捨てられるのである。あたかも風によって雲の塊たち (が生じては消えるか )のよ

うに。 

(11)	 老いと死は，生き物たちの捕食者である。あたかも二匹の狼のごとくである。力あ

る者たちの，力弱き者たちの，小さな者たちの，そして大きな者たちの (捕食者である )。 

(12)	 このような生き物たちにおいては，そして常に束の間存在する生き物たちにおいて

は156，どうして誕生した者たちに対して喜べようか。またどうして死んだ者たちに対

して苦しむべきであろうか。 

152paroks.avit Cs. paroks.avit, k¯ . / (paroks.avit とは，時を知る者は，という意味である )alajñah
153cir¯ anam anam. . s¯ anam とは，輪廻の道を，という意味であaya dhruvam adhv¯ Cp. adhv¯ , sam arapatham / (adhv ¯
る) Cs. janmamaran. ādiprabandham / (誕生と死などの連続を，という意味である ) 

154P.,B.: abhipadyate K. ativartate 
155ayam atyantasam. vāso Cs. atyantasam. vāsah. , avināśı̄ sahavāsah. / (atyantasam. vāsah.とは，永久に共に住むこと
は，という意味である ) 

. . . . . . .156P.,K.: evambhūtesu bhūtesu nityabhūtādhrvesu ca B. evam bhūtesu bhūtātmā nityabhūto dhruvesu ca Cs. 
(gloss: kāryakāran. asam. ghātādhyaks.ah. ) bhūtātmā / (原因結果の集積の監督者が， bhūtātmā個我である ) 
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(13)	 私はどこから来たのか。私は誰か。私はどこへ行くのか。また私は誰のものか。何の

中に存在しているのか。将来どこに生じるのか。 (これらの本質的ではない問に加えて ?)

汝は何ゆえ何を嘆くのか 157。(Cf.MBh.XII.28.40; Strauss[1912]: Vergänglichkeits­

gedanke als Motiv zur Tätigkeit, p.216(24), fn.1) 

(14)	 (汝の他に ) 天界を見る者はおらず 158，同様に地獄を見る者もいない。人は，も

ろもろの聖典 (¯ 」agama)を逸脱することなく，布施すべし。そして祭式を行うべし。

(Cf.MBh.XII.28.41c, 53ab) 

157kasm¯ socasiat kim anu´ この詩節には複数の問が見られるが，おおむね「私」が主語となっている。しかしこ
の問だけ「汝」が主語になっている。 Deussen は，この間をつなぐために， [Da alle diese Fragen den Ātman nicht 
betreffen]と補って訳している。 (p.672, v.14) MBh.XII.28.40cは， kasmāt kam anuśoceyamと読んでおり，問は
すべて「私」の問題として理解されている。 

158P.,K.: na hy asti B. ko ’nyo ’sti

（2015年12月22日　受付）
（2016年 3月 9日　受理）
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